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 実験結果と理論解析結果の比較では，飽和膜沸騰解析において 2 相境界層理論による解析結果は
上記の Frederking の 2 つの条件を与えた簡単な解析解のあいだに位置することを示し，2 相境界
層理論による解析結果の妥当性を示した。さらに，気液界面が平滑な部分に 2 相境界層理論を適用
した解析から得られる平均熱伝達係数に 1.7 の補正係数を乗ずることで，液体サブクール度が 0K










れぞれ勝り，最大速度はおおよそ 1.8 倍，蒸気膜厚さはおおよそ 1.1 倍および質量流量はおおよそ
1。3 倍となる。底面形状が水平である場合は半球状の凸底面である場合と比較して，底面におけ
る蒸気の流れのメカニズムが異なり底面における蒸気膜が厚くなるため，平均熱伝達係数はおおよ




った。液体サブクール度が 0K および 10K の場合は，現象に違いはあるが，全体の蒸気膜が厚い
ため円柱全体の沸騰特性に角の影響はあまり現れず，山田らの整理式による予測値に近い。液体サ




第 6 章では，第 2 章から第 5 章で得られた知見をまとめ総括を行った。 
 
 
